
病気やケガで脳に後遺症が
ある方も避難されています 

お手伝いのポイント 

 
・変更が起きた場合は、できる 
 だけ早めに「いつから」、 
 「なにが」変わったのかを分か 
 りやすくお伝えください。 
  

 

 
 

・ゆっくり声をかけて 
 ください。 
・絵や写真、文字を添え 
 て話してください。 
・普段接している方に 
 確認してください。 

・メモに書いて渡して 
 ください。 
・忘れて困る情報は目に 
 つく所に貼り、いつで 
 も確認できるようにし 
 てください。 

 

・静かな（人が少ない） 
 場所に誘導して、本人 
 が落ち着くまで見守り、 
 本人の話を聞いてくだ 
 さい。 

 

困りごと 

         ・言いたい事を上手く 
          まとめて話せなかっ 
          たり、言葉が出にく 
          いです。 
                   ・十分に理解が出来て 
                      いなくても「わかり 
                      ました。」と返事を                            
                      することがあります。 

           
 
       ・ちょっとした事で、 
           過敏になりイライラ 
           してしまいます。  
        ・順番待ちなどで、我 
         慢ができないことが 
         あります。 
        ・雑音や周囲の話し声 
         が気になり、落ち着 
         かず疲れやすいです。 

 
 

          
        
       ・場所や時間等の予定 
        が急に変更になると 
        上手く対応出来ずに 
        パニックになること 
        があります。 
                     
        

         ・大事な情報の見落と 
           しや聞き逃しがあり 
           ます。   
                    ・見聞きした情報を思         
                       い出せないことがあ 
                       ります。 
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